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2011 年 5 月 12 日(木) 

財団法人 日本サッカー協会 

2011 年度 第 2 回理事会 

協議事項 

 1. ＪＦＡアカデミー地域展開 ＪＦＡアカデミー堺の件 

 

 

 

 

  2010 年度第 11 回理事会（2011/3/17 開催）で、堺市がＪＦＡアカデミー地域展開の候補

地として承認された件について、開校に向けた整備状況等の各種業務を鑑み、ＪＦＡアカ

デミー堺の 2012 年 4 月の開校を決定したい。 

＜整備状況＞ 

（１）施設整備 J-GREEN 堺合宿所等整備事業の主体者である社団法人大阪府サッカー

協会により、2011 年 4 月に整備事業者が入札により決定され、当初の

計画（2011 年 9 月/着工、2012 年 3 月/竣工）に沿った施設整備が見込

まれる。 

（２）行政の協力 J-GREEN 堺の利便性向上及び施設機能を補完する機能の整備について、

堺市がその経費及び役割について、一定の負担を負うことが定められ

ている。 

 堺市教育委員会が中心となり、アカデミー生の受入れ中学校の決定が

なされ、単位互換（授業トレーニング）の導入についても具体的に調

整が行われている。 

（３）運営 社団法人大阪府サッカー協会が主体とした運営計画（運営体制の構築

や運営経費の負担等）が作成されている。今後は、その精度を高め、

アカデミー関連業務の委託（協定）を締結することとしている。 

 原則として、人件費（コーチや GK コーチ等）はＪＦＡが負担し、運営

費（宿泊、食事、施設利用、ＪＦＡプログラム、人件費の一部等に係

る経費）は社団法人大阪府サッカー協会が負担する。 

（４）施設利用 堺市及び J-GREEN 堺指定管理者にて、ＪＦＡアカデミーの施設優先利

用を前提とした調整が行われている。 

 

＜募集概要＞ 

（１）募集学年 2012 年 4 月に中学 1年生となる女子（平成 23 年現在、小学 6年生） 

（２）募集人数 12 名 

（３）出願資格 中学校の活動のない日（週末及び長期休暇）に、帰宅することが可能

な者 

（４）選考試験 １次選考（8月）、２次選考（10 月）、最終選考（11 月）[予定] 

（５）活動方式 活動期間は、中学校の 3 年間。アカデミーでのチーム登録は行わず、

選手は個々にチームに所属し、週末や長期休暇は帰宅しそのチームで

活動する。 
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＜JFA アカデミー＞ 

 JFA アカデミー福島 JFA アカデミー熊本

宇城 

JFA アカデミー堺 

活動年数・対象 中高 6年間・男女 中学 3年間・男子 中学 3年間・女子 

寄宿（帰省）方式 通常は寮に寄宿。長

期休暇のみ帰省。 

平日は寮に寄宿。週

末及び長期休暇は帰

省。 

平日は寮に寄宿。週

末及び長期休暇は帰

省。 

チーム登録・活動 アカデミーでチーム

登録し、公式戦に出

場する。 

アカデミーでチーム

登録は行わず、個々

にチームに所属す

る。週末や長期休暇

は帰省し、そのチー

ムで活動する。 

アカデミーでチーム

登録は行わず、個々

にチームに所属す

る。週や長期休暇は

帰省し、そのチーム

で活動する。 
 

 2. 2010 年度公認Ｓ級コーチ養成講習会判定結果の件 

   全てのコースを修了し、筆記試験・口頭試験・指導実践・レポート全てにおいて合格し

たため下記 3名を公認Ｓ級コーチとして認定したい。 

 

氏  名 ：石井 正忠（いしい まさただ） 

指導チーム：鹿島アントラーズ 

生年月日 ：1967 年 2 月 1日 

資  格 ：2005 年 A 級ライセンス 

指 導 歴 ：1999 年      鹿島アントラーズ 普及部 

      1999 年～2002 年  鹿島アントラーズ ユースチームコーチ 

      2002 年～現在   鹿島アントラーズ トップチームフィジカルコーチ 

 

氏  名 ：佐藤 一樹（さとう かずき） 

指導チーム：サンフレッチェ広島 

生年月日 ：1974 年 6 月 27 日 

資  格 ：2007 年 A 級ライセンス 

指 導 歴 ：2006 年～2008 年  サンフレッチェ広島 FC ユースヘッドコーチ 

      2008 年～現在   サンフレッチェ広島 FC 強化部 

 

氏  名 ：半田 悦子（はんだ えつこ） 

指導チーム：常葉学園橘高校女子サッカー部 

生年月日 ：1965 年 5 月 10 日 

資  格 ：2004 年 A 級ライセンス 

指 導 歴 ：1998 年～2002 年  清水 FC 女子 コーチ 

      2002 年～2004 年  NPO 御殿場トレーニングセンター スクールコーチ 

      2004 年～2011 年  常葉学園橘中学校女子サッカー部 監督 

      2011 年～現在   常葉学園橘高校女子サッカー部 監督 
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※参考：現Ｓ級コーチライセンス保持者数： 337 名（上記 3名含む） 

※参考：2010 年度公認 S級コーチ承認数 ： 9 名 / 25 名（上記 3名含む） 

 3. 大学・専門学校における指導者養成講習会（Ｃ/Ｄ級）の件 

  以下の大学において、2011 年度より公認Ｃ・Ｄ級コーチ養成講習会の開設を認める。 

■ 東海大学（神奈川県）（Ｃ/Ｄ級） 

インストラクター：今川 正浩  （47FA インストラクター）公認 S級コーチ 

         内山 秀一  （47FA インストラクター）公認 A級コーチ 

         加藤 譲   （47FA インストラクター）公認 A級コーチ 

 

参考：開設認定校数  大学：32 校  短大：2校  専門学校：16 校 （上記含まず）

 4. 評議員 交代の件 

  (社)石川県サッカー協会より、以下の通り評議員交代の申出があった為、承認したい。 

 現評議員：高畑 俊成（たかはた としなり）／前専務理事 

 ↓ 

 新評議員：荒川 剛（あらかわ つよし）／現専務理事／49 歳 

 5. 日本サッカー殿堂委員 追加の件 

 2010、2011 年度 財団法人日本サッカー協会 殿堂委員会 委員に以下の方を追加したい。

委 員  浅見 俊雄（あさみ としお）  顧問 

                      合計 11 名 

（内規抜粋） 

1.殿堂委員会 

①理事会で委員長を選出する（任期 2年）。 

②委員長が 11 名以内の委員を推挙し、殿堂委員会を組織し、理事会で承認を得る（任期

2年）。 

 6. 競技中の飲水の件  

  （協議）資料№1①② 

 標記の件については、昭和 63 年 7 月 26 日付けの通達で、競技者が競技中に摂取する飲

料は全国一律、水に限定されている。 

 しかしながら、特に夏期における暑熱下での競技においては、昨今、熱中症による事故

も社会問題となっており、スポーツ医・科学的な観点からは、競技中の暑熱対策としては

水だけでは不十分であり、熱中症防止のためには水分とミネラル分を効率よく補給するこ

とが必要であると認識されている。 

 そこで、競技中の飲料は水に限らないものとし、いわゆる“スポーツドリンク”を摂取

することを認めることとしたい。これは、競技者の身体の安全を確保するとともに、競技

者のパフォーマンスを低下させないためでもある。 

 ただし、水以外の飲料を使用するにあたっては、その含有物が競技場のポリウレタン製

の全天候型トラックの表面を汚したり、芝生を傷めたりするおそれもあることから、使用

会場の規定を確認することとする。 
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 7. 女子：ＧＫコーチ研修会の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2011年度新規事業として、以下の研修会を実施したい。 

 

目 的： 選手のレベルは年々高くなっているものの、日常的にＧＫの専門的なトレーニン

グが受けられる体制・環境は整備されておらず、ＧＫの普及・発掘・育成をさら

に推進するには、指導者養成が不可欠である。 

そのために、地域トレセン指導スタッフのレベルアップを図ることを継続しなが

ら、ＪＦＡの女子ＧＫ育成の取り組みを理解してもらい、今後の協力者となる新

たなＧＫコーチを発掘・養成することを目的として、本研修会を開催する。 

また様々な立場で活動しているＧＫコーチ間で情報を共有し、新たな課題・提案

を見出していく。 

主 催：財団法人 日本サッカー協会 

期 間：2011年 8月5日（金）14:00 ～ 7日（日）13:00 

場 所：御殿場高原 時之栖 

受講者：地域トレセン指導スタッフ 9地域×1名 

    公募によりその他 10名程度 

指 導：JFAナショナルコーチングスタッフ・ 

    JFAナショナルトレセンコーチ［女子ＧＫ担当］ 

内 容： 実技講習、講義等により「ナショナルトレセン女子U-15」のテーマ、トレーニン

グ内容を伝達し、より理解を深め、レベルアップを図るために指導実践を行う。

備 考：受講者、指導者にかかる経費（宿泊費・旅費）はJFAにて全額負担する。 

 

 


